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令和６年第１回大河原町総合教育会議議事録 

日 時：令和６年２月２０日㈫ 午後１時３０分～３時００分 

場 所：大河原町役場 ２階 第１会議室 

出席者：大河原町長 齋 清志  

    大河原町教育委員会 

    教 育 長 鈴木 洋 

    委 員 舟山 幸枝 一盃森 広志 丹羽 宜博 片倉 亜寿香 

    教育総務課 課長 櫻田 尚 学校教育専門監 小野寺 淳一 課長補佐 小野寺 堅一 

生涯学習課 課長 木村 武俊 

スポーツまちづくり推進課 課長 前元 一也 主幹兼スポーツ施設管理係長 橋本 光 

    事 務 局 

    総 務 課 課長 菊地 仁美 課長補佐 伊藤 敏之 主幹兼庶務人事係長 泉 大輔 

（事務局） 

それでは、令和６年第１回大河原町総合教育会議を開催したいと思います。初めに大河

原町長 齋 清志よりご挨拶を申し上げます。 

（齋町長） 

  はい、皆さんこんにちは、総合教育会議のご出席ありがとうございます。また日ごろ教

育長はじめ教育委員の皆様方には本町教育行政全般にわたりまして、また力を入れてい

る学力向上を主審とした教育ブランド化に向けて大変なお力添えをいただいております

こと、この場をおかりして御礼申し上げるしだいでございます。片倉委員さんは今日初め

てということで、どうぞリラックスしてお願いいたします。私事のような話しですが、町

長の仕事をさせていただいていて強く感じることがいくつかありまして、困った話を先

にしますと、いろんな意味で格差が広がってきていて実は自治体間の財政基盤を含めた

様々な格差というのが生まれてきていまして、連携とか協力とか共同といったことが、簡

単には進まないという現実が生まれてきていると考えていまして、教育の現場はどうな

のかと考えてみます。教育長とはお話しさせていただきますが、やはり自治体間で相当格

差が広がってきている状況、つまり子供達の学習環境に、これはお金の問題も含めてです

が、しっかり対応できているかどうかとうことが非常に大きな課題になってきているの

ではないかという心配をしているところです。うちの町はその格差で悪い方にいかない

ように頑張っていきたいと思っていますが、格差自体は果たしてどうやって埋めていっ

たらいいのか非常に悩ましい問題です。それからコロナ禍があって誰もが多分認識した

ことのひとつだろうと思いますが、人と人の繋がりとか、人とその人が住まう地域との繋

がりとか、地域と地域の繋がりということの大切さということが教訓として皆さん感じ

られたのではないかと受け止めておりまして、その事、ウクライナ紛争とか中東、今の戦
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争とか、そういうこともありまして、様々な世の中の流れもあるわけですが、本来どの自

治体においても社会全体としても大事にされていかなければならないことがあるはずだ

ということを考えてきました。その考えが集約されたものが、いま町が掲げている Well-

being な町づくりに誰もが心身共に健康で、社会も健全で幸福な状態が継続する。我々の

仕事もこれを目指していると言っていいのではないかと考えておりまして、Well-being

な町づくりに繋がる取り組みとしてスポーツを活用しています。に、いま力をいれている

ところです。当然スポーツは文化もそうですが、人を繋ぐという力がある。そのことを改

めて信じたいと考えておりまして、今日はスポーツまちづくり推進課の課長、係長も出席

させていただいておりますが、今年度から町長部局に町づくり、さらにその先にある人づ

くり、そのものに果敢に挑戦していこうとしたところです。本日は『中学校の部活動の地

域移行について』が会議のテーマで皆さんのご意見も聞かせていただいてと思っていま

す。それと合わせて今話したような地域の課題解決あるいは町づくり、人づくり、そうい

う視点でのご意見を聞かせていただければありがたいと思います。また、どうしても、『運

動部』ということに目が向きますが、『文化部』ということもあって『文化』という事を

考えたときに住民参加型総合施設として『えずこホール』がありますが、もっと沢山の人

に活用されていいのではないか。あるいは『えずこホール』にかかる人材その方の力をお

借りしてもいいのではないかと考えておりまして、そのことについてもご意見いただけ

ればと思います。本日の会議年に一回だけですので是非有意義な会議にしていただきた

いと思っております。どうぞよろしくお願い致します。 

（事務局） 

  ありがとうございました、続きまして、大河原町教育委員会 鈴木 洋 教育長より、ご

挨拶をいただきます。 

（鈴木教育長） 

  改めましてこんにちは、本日の総合教育会議のテーマでもあります、『中学校部活動地

域移行』につきましては、これまでの中学校教育のあり方を根底から覆すほど大きな改革

だと私は思っております。宮城県では令和５年度準備検討期間ということで、令和６年度

から改革推進期間としておりますが、令和６年度から着手できる自治体は県内では３割

程度ではないかと、そういう見方もあります。大都市を中心に多くのスポーツクラブが存

在する自治体では一部先進的な取り組みを進めているところもありますが、大部分の自

治体では手つかずの状態であり、一方熊本市では部活動継続存続を明言しておりまして

全ての自治体が同一歩調で歩みだすということは非常に困難である。そういう状況だと

捉えております。財政面でも当初国の方では経費負担をうたっておりましたが、いつの間

にかその声は消えまして、各自治体でどうぞ、というようなスタンスに代わってきており

ます。本町では齋町長の深いご理解のもとで一般財源の方からこの『地域移行』の経費の

支出を御認め頂いておりますので、手作りではございますが、休日の地域移行から一歩一
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歩進めて参りたいと考えております。角田、岩沼等では、民間の企業に委託するという話

しもございまして、角田市では１年間に２千万位支出するのではないかと。私達の方では

それよりも４００万～５００万位少なくですね、できるのではないかと。人件費を入れて

ですね、そういう想定でしておりますが、いちばんの問題はやはり外部指導員の確保でご

ざいます。今後地域の皆様のみならず、中学校教員の兼職兼業、小学校の先生まで広めた

いと思っております。できれば、役場職員にもお手伝いいただければと思います。町長よ

ろしく、土日の部活動に協力していただける役場の職員にもお声がけをいただいて地域

移行休日の部活動の地域移行を遂行していきたいと考えております。この取り組みの詳

細につきましては後ほど小野寺専門監の方からご説明申し上げますが、やればやるほど

課題が見えてきまして山積しておりますので様々なご意見を頂戴したいと思いますので

よろしくお願いいたします。

(事務局） 

ありがとうございました。それではここで本日の会議に出席されている皆様を総務課

長の菊地よりご紹介させていただきます。 

（菊地課長） 

はい、それでは、出席されている皆様をご紹介させていただきます。皆さん存じあげて

いると思いますが、年度初めての会議でございますので改めてご紹介させていただきま

す。まず初めに、町長 齋 清志、教育長 鈴木 洋、教育委員会の委員の皆様をご紹介させ

ていただきます。船山 幸枝委員、一盃森 広志委員、丹羽 宜博委員はまもなく到着する

と思いますので後ほどご紹介させていただきます。片倉 亜寿香委員、次に教育委員会の

職員をご紹介させていただきます。教育総務課長の櫻田 尚、学校教育専門監 小野寺 淳

一、課長補佐の小野寺 堅一、生涯学習課長の木村 武俊、課長補佐の小野 宏につきまし

ては都合により欠席でございます。続きまして、町長部局の方に移ります。スポーツまち

づくり推進課長前元 一也、主幹兼スポーツ施設管理係長橋本 光、ただいま丹羽委員がお

見えになりました。 

（丹羽委員） 

教育委員の丹羽 宜博でございます。 

（菊地課長） 

最後に事務局、総務課長補佐の伊藤 敏之、主幹兼庶務人事係長の泉 大輔、私、総務課

長の菊地 仁美と申します。どうぞ本日はよろしくお願い致します。 

(事務局） 

それでは議事に入らせていただきます前に、会議の議長について決めさせていただき
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ます。会議の進行議長につきましては、大河原町総合教育会議の設置等に関する要綱によ

りまして、『町長が務める』ということになっておりますので、議事の進行につきましては

町長にお願いしたいと思います。よろしくお願い致します。 

（齋町長） 

はい、分かりました、それでは議事に入らせていただきますが、しばらくの間進行を進

めさせていただきますのでよろしくお願い申し上げます。 

⑴ 部活動の地域移行について 説明をお願い致します。 

（教育委員会事務局） 

それでは資料をご覧いただきたいと思います。部活動の地域移行について基本的にこ

れまで休日を含めて学校の先生方に部活動を見ていただいていましたが、休日学校の先

生が部活の参加をせずに外部指導員として地域のスポーツ少年団の方、競技団体の方々

にご指導いただく体制を作っていくということで、いま地域移行が進んでいます。教育

長からもお話がありましたが、自治体ごとに取り組みを進めているところでありまして、

自治体によって進行状況がいま大きな差が出ているのが現状です。それでは資料の６ペ

ージ７ページをご覧ください。『部活動に関する生徒保護者アンケート』という、令和４

年度に実施したアンケートです。子供達はやはり自分達の学校の部活動で活動したいと。

他の地域に伺うこともありますが、今のところ自分の学校の部活動に加入したいと考え

ている子が６５％を占めておりまして、基本的には学校の部活動でやりたいと考えてい

る子供が多いというのが現状です。『保護者アンケート』の方に進んで、８ページ９ペー

ジになります。保護者の皆様は地域移行について基本的に賛成をいただいている方が多

く、教育の働き方とか少子化等々の現状を踏まえて地域移行をやむを得ないと捉えてい

ると思います。そのなかで心配されていることは、地域移行になった時に学校以外の場

所で部活動するとなった時に送迎が非常に難しいのではないかと。費用負担というとこ

ろも心配されている保護者の方が多いということがこのアンケートから分かりました。

それに伴って大河原町としてはまずは今ある部活動の形を基本的に維持する方向で地域

移行を進めていきたいと今進めております。形としては平日は基本的に今までどおり学

校の先生にご指導いただく。休日は教育委員会が派遣する外部指導員の方を学校の活動

の場所に指導員を派遣してそこで今に近い形で活動ができるようにしていくということ

で今進めています。１１ページご覧ください。令和３年度から地域移行に関する会議を

スタートしまして、今年度１２ページに進みまして、令和５年５月には『広報おおがわ

ら』に地域移行に関する調査の結果を掲載させていただいております。それから併せて

５月には地域移行に関する会議を実施し、９月には地域移行推進協議会を開催させてい

ただきました。今のところ子供達、保護者の皆様に対して地域移行というものがどうい

うものなのかというところを周知のための説明会を開催させていただいているところで

す。併せて外部指導員の方を探しているところです。令和６年度当初からスタートでき
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そうなのが、『ソフトテニス』『卓球』『バレーボール』この中には６年度当初から外部指

導員の方がついてスタートできそうかなという状況ですが、まだまだ外部指導員の方が

見つからないという状況で今後少しずつではありますが、外部指導員の方を派遣できる

形を進めております。今、小学生にも説明をしているところで、そのなかで小学生の保

護者、生徒児童にも言っていることは、「中学校の部活動が任意に加入になってきている」

ということを併せて説明をしています。金ケ瀬中学校も、大河原中学校も今、任意加入

になっておりまして、今のところ９割前後の生徒が加入している状況ですが、今後任意

加入がより認知されていくと、部活動地域移行と相まって加入率は徐々に下がっていく

というところが予想されるというのが現状です。 

（齋町長） 

はい、小野寺専門監から中学生の受け止め、それから保護者の考え方、不安、これまで

の経緯、お話にありましたが、何をどう進めたらいいか、なかなか難しいなというところ

ですが、まず、教育委員の皆様方から地域移行について一言ずつ感想でも構わないですが、

あるいはご意見、受け止め、その他なんでも結構です。一言ずつお願いできますでしょう

か。舟山先生からどうでしょうか。 

（舟山委員） 

はい、地域移行の動きが出てきたことを考えるときにですね、私としては例えば、すぐ

というわけではないんですが、金ケ瀬中学校ですと、生徒数の関係上、部活動の種類は

少ないですよね、例えば子供達の希望を叶えてあげるような方策として、土日のその地

域移行でもいいチャンス、いい機会だなと思っておりました。学校に限らず、大河原中

学校、例えば地域で町の子供達を見るという趣旨で金ケ瀬中学校の子供達一緒に、こう

活動できるような場ができたらいいんじゃないかなあぁと思っておりましたが、それに

はこのアンケートによるとやっぱり、一番の問題はどこでやるかによる、親達が送迎の

問題一番心配しているようなので、もしできるならば、町辺りで、スクールバスという

大げさでなくてもいいですが、金ケ瀬中学校から大河原中学校まで移動手段を確保して

あげられたら子供達にとっては、大いにプラスになるのではという思いでいました。ゆ

くゆくは部活動がどういう形に変化していくか分からないですが、将来的には平日の部

活動を合同でやれるような体制になれば理想だなと私は思っておりました。今すぐでは

ないが。そのためにはやはり同じ当局からのご理解と協力がいっぱいいただかないと実

現しないかなぁと考えておりました。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございます。一盃森委員お願い致します。 

（一盃森委員） 
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はい、部活動、どのみち地域移行ということを、どこからどう見ていったらいいかな、

という、いろんな要素側面があるかなと思うわけで、ひとつは先生方学校の教員の働き

方改革という側面がある。だから少子化という、いま舟山先生がおっしゃったように、

金ケ瀬中学校に関わらず日本全体が少子化であるというなかで、この先子供が増えてい

くのか減っていくのか分からないが、いずれにしても少ないことには変わりなくて、そ

のなかで学校単位で部活動を重点のように継続していかなければと非常に難しい問題な

のかなと。そのことの裏返しでクラブ、スポーツというのを現にここでも実際そういう

ところで活動している、だから学校の部活には入らない、そこの点をどう考えるか。そ

れから先ほど町長がおっしゃったように、Well-being もそうですが、スポーツを核とし

た町づくりと地域づくり町づくり、人と人との関わり作りをどういうふうに構想して考

えていったらいいか、いろんな側面アプローチをしていく部分、視点、観点、いっぱい

あると思うんです。そのなかで議論をどこから進めていけばいいか整理して進めていか

なければならないと思うが、そのなかで、５ページに書いてありますが、そもそも、学

校教育はというと、教育課程との関係という文の中で、３行目の一番最後、『まずは、学

校や地域の実態に応じて』と書いてあります。なので無理なことをしないでね、と書い

てあるんです。下の行の最後から『持続可能な運営の体制が整えるまで』と。大河原町

が、単独でこれを進めていこうとするのか、あるいは、この第１項の『地域移行につい

て』近隣仙南２市７町連携したうえで広域的に進めていくのか、その辺随分違うと思う

んですが、いずれにしても、『持続可能な体制を整えてください』と明言してあるんです

から、ここのところを大事にしながらじゃないと、話しが違うんではないですか、とい

うことになってしまいかねないのでは。要素の中のひとつでさっきひとつ言いませんで

したが、新聞記事のコピーありますが、写真の所に書いてありますが、中体連の動きと

いうことについても、考えなければならない要素のひとつですね、中体連はご承知のと

おり県の中体連もあれば、その上部の団体もあるわけですよね、東北地区、全国大会ま

で繋がっていく組織になっていっているんですから、そことの関係性を念頭に入れてい

かなければならないというところもあるのではという思いでいまして、さて、どこから

議論を進めたらいいかというところでいます。

（齋町長） 

はい、ありがとうございます。丹羽委員お願い致します。 

（丹羽委員） 

はい、４ページの、いま大河原町中学校頑張っていますよね、もちろん金ケ瀬中学校も

頑張っていますけども、要するに学力とスポーツは大体一緒というか、学力が伸びるとス

ポーツも伸びるんですよね、なので是非ともスポーツを伸びていただくには学力も、とい

うことになるわけですが、今専門監の話しですと、『ソフトテニス』『卓球』『バレーボー

ル』それだけが外部にお願いできる状況だと。他は難しいんです、と。今のとこ。それで
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私思うんですが、親達は子供達のスポーツを応援しているわけですね、なので外部にお願

いできない場合は土日とかどうしても試合が近いとか、やりたい、という場合とかは、親

が見ていただいて、指導ができなくてもですよ、万が一何かあればそれに応じて対応する

と、先生なり、怪我をすれば救急車を呼ぶとか、そういう方法と保険を充実させていけば

ある程度対応できるのではないかと思います。勿論指導員がいらっしゃればいちばんい

いわけですが、もし指導員がいらっしゃらないということであれば、親にお願いして、部

員が当然いるわけですから、その中で上手くやっていただくのがいいのかなと、それは送

迎は自分の子供だけでいいわけですから、そういうふうにすればある程度対応できるの

かと思います。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございます。では片倉委員さんどうぞ。 

（片倉委員） 

はい、地域移行は賛成ではありますが、子供達に大会とかコンクールに参加して中学校

３年間の思い出を作ってほしいなぁだったり、達成感だったり、自己肯定感高めてほしい

なぁと思います。なかなか厳しい時代になってきたのかなぁと思います。先ほど丹羽先生

もおっしゃったように土日をみて専門的な方がいないならば、やはり保護者が現場に居る

だけで特に何も指導するわけではなく、現場監督ではないですが、見ていただいて何かあ

った時に救急車などいろんな保護者を「怪我しましたよ」と呼んでくれる連絡網を作る形

でもいいのでは。せっかく一生懸命頑張っているのに、土日やりたくてもやれないという

のは可哀そうです。大会が近かったりすると、やはり(練習)やりたいのではないかと思い

ます。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございます。あるべき姿とかばらつきなく進んでいくということが大

事なことのような要素ではありますが、とりあえず大河原町の実情からスタートできる地

域移行ということに話を少し絞りながら、でも一方では皆さんからもお話しがでたように

『町づくり』や『人づくり』あるいは『町の関わり』や『親の関わり』そういった視点で

もいろいろご意見をいただいていきたいと思います。前元課長どうですか。 

（前元課長） 

はい、部活動地域移行ということで私も委員になったということですが、皆さんご承知

だと思いますが、総合体育館などスポーツ施設今まで指定管理者ということでＮＰＯ法人

に委託をお願いしていたところですが、今年度公募で新しく指定管理者を選定することに

なりまして、公募の結果、東京に本社がある大手３社のスポーツ会社『フクシ･エンタープ

ライズ』というところが代表企業ですが、それが３社で共同企業体を結成しまして『おお
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がわらスポーツまちづくり共同事業体』という名前で、体育館等のスポーツ施設を指定管

理者に４月から委託するようになりました。おそらく角田市で民間委託しているというと

ころは『フクシ･エンタープライズ』が入っているのかなと思っていました。なかなか地域

移行は難しいと思いますが、そういった民間の力を借りるのが、専門的な事業所でもある

ので、インストラクターや専門的な知識をもっている方がいるので、あと仙台大との繋が

りが『フクシ･エンタープライズ』もっているので、そこから講師の派遣や、学生を使った

りそのような部分で今と違ったような取り組みができるのではと思っていました。あと小

野寺先生、学校には『クラブチーム』で中体連登録はあるんでしたっけ？ 

（小野寺専門監） 

はい、あることにはなっておりますが、令和６年度については、町関係では出るチーム

はいないです。 

（前元課長） 

やはり、子供が少なくなってきて、お話にありましたが、学校によっては１つのチーム

が作れない学校が出てくると思うんですね、現にそうだと思うんです。その時にクラブチ

ームで登録をして中体連を登録して、中総体に参加されるお子さんが出てくると思うん

です。そうすると出場するチームがクラブチームで、学校からではないので、例えば東北

大会、全中に行ったときにお金を誰が出すのか？という問題がでてくるんですね。学校で

はなくクラブチームから（大会に）出たときの費用負担というのが親の負担になってくる

んです。その部分でやりたいことをやらせるのは、これからは部活動も受益者負担になっ

てくると思うんですが、費用がどの位かかるから、やりたいことをできなくなってしまう

お子さんもでてくるかと思うんです。そのことも課題のひとつだと思います。少子化対策

も含めてもそのことも課題だと思います。地域移行についてはいろいろ課題があるなぁ

と思っておりました。

（齋町長） 

行政の取り組みも、役場だけで完結しない時代、『官民協働』とか『民間活力』という

言葉、普通に役場内でも使われる言葉になってきているというのは正に大事な視点だと

思います。先ほど『町の関わり』とか『親の関わり』も含めて『外部の指導者』の話しも

含めてというお話でしたけど、これポーンと飛び越えてうちの町でできる問題、やろうと

するしない問題ですが、いきなり民間に委託してやっちゃおう！という流れですね。こう

いうのは正に角田市だけではなく、これからどんどん生まれてくるんだと思うんです。果

たしてそれでいいのか？という議論は当然あろうかと思いますけど、このへんのところ

を教育長、現時点でどのように考えておられますか？

（鈴木教育長） 
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はい、先進的な取り組みとして岩沼市があると思いますが、岩沼市の保護者とか生徒の

思いを聞くと、満足度は低い。というような話は聞いております。つまり今まで学校の先

生がやっていたような充実した部活動ではなくて、週２回の限定、種目も『野球』ではな

くて全体でやる『陸上の基礎練習』とか、そういうもの行われているというような話を聞

いていますので、委託してすべての部が満足できるような部活動ができているかどうか

というと、そうではない、と私は捉えております。そういう意味で角田市が『フクシ･エ

ンタープライズ』に委託してやったときに、どの程度充実した活動内容かという事を、ち

ょっとみていかなくちゃならないですし、我が町では手作りですがひとつひとつ子供達

が満足できるような環境を保護者、指導者等々を確保していきたいなぁと思っておりま

す。先ほど仙台大学という話がでましたが、推進協議会の中でも松本副学長さんがおりま

すが、私話し聞きますとやはり仙台大学で学生がするのを見てるんですが、こうやって部

活動の協力者となれる学生の数は多くて３０人位だろうと。それほど多くない。そうする

とうちの町に来て、近いので優先的に来てもらえるとは思いますが、多くて４～５人位か

なぁと思っております。それでも学校教員の兼職兼業として学生地域の方々で大体うま

くいくと８割位埋まるかなぁと、出来ないところが民間の力を借りて派遣してもらう。と

いうような４～５年先見通したプランの持てる、直ぐに１年で完結とか、ということは難

しいと思っております。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。令和６年度からスタートできそうなところは３割しか

ないという中の選択肢のひとつに、民間の力を借りるというのがあると受け止めると、教

育長の話にあった、少し様子をみながら、そしてまた、話しを聞いて感じたんですが、ク

ラブ活動ですからね、地域愛が必要なのではというように思います。いろんなひとの愛情

が関わるということを大事にしていきたいなと、進行役が意見言う必要ないですが、大変

恐縮ですがちょっと感じたことお話しさせていただきました。職員の方で何か話しあり

ますか？ 

ということで、うちの町に即した実態に応じた話の視点の必要性という事をお話しい

ただきましたが、外部指導員の確保というのは、学生時代にスポーツをやってきている、

私も勿論やってきましたが、勿論プロは誰もいないですが、セカンドキャリアとまでは言

わなくても、これだったら教えられるとか、これだったら今でも興味持っているよ、とか

どの地域でもあると思うんです。そういう人達の力って町づくりや、人づくりにと考える

と、もっと積極的に掘り起こして手伝ってもらえる環境を作れたらいいのでは。これは行

政の仕事と言われるとこれもまたなかなか難しいところではあるが、そのことについて

はいかがですか？結構いるんではないかと思いますが。私、卓球やってきたし、バスケや

ってきたし、山岳部やってきたし、いろいろやってきましたが、伊藤さんなんか野球ね、

本人もご子息も野球頑張って、泉さんも野球やっていますね、そうですよね、なんかどう

ですか？そのへん 
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（伊藤補佐） 

はい、そうですね、私もちょっとしか携さわっていませんが、外部指導員は少年野球の

チームでも話題になるときに、基準といいますか、誰でもいい、こういう教育、スポーツ

少年団だと指導員資格とかがあるので、そのようなのがないと実際に子供達に指導する

ときに自分でも勉強していないと、学習していないと、昔の昭和の練習なので私がしてい

たのは。今は全く異なっていると話も聞きますし、そのような情報が必要なのかというと

ころもあります。できる限り地域の貢献はさせて頂きたいですが、その為にもやはりそれ

なりの勉強を要求されるものなんでしょうね、と感じています。 

（泉係長） 

はい、私もまさに中学生の子供がいまして、やはり外部指導員として、保護者として気

になるのは、やはりパワハラとか、そのようなところが一番気になります。あともう一つ

中学校の部活動、クラブチームということで、スポーツなので親としてはレベルを落とし

たくない、できるだけ上手になってほしいし、勝ちたいし、という気持ちがあります。学

校の先生とも話しますが「やはり今後はそうはなっていかないよ」とは地域移行の部活動

のなかで話もありますが、やはりスポーツなので勝たせたい、部活に入れて上手になって

高校でも続けてもらいたいです。そういったこともあるなかでレベルが落ちてしまうと

クラブチームだけに強い子が行って、部活のレベルが下がってしまう、そうすると面白く

もなんともないスポーツというところが、外部指導員とちょっと話しズレましたが、保護

者としては懸念しているところがあります。岩沼市の例もありますが大河原町ではなる

べく今の外部指導員もある程度の技術もあって、逆にレベルが上がるような地域移行と

いうようなのが理想形なのかと思います。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。今の話のなかで子供達はどこまで行っても主役なんで

すね。そこから離れてしまうわけにはいかないと感じたところでございます。このような

話の流れの中で改めてご意見させていただければと思います。片倉委員からお願い致し

ます。 

（片倉委員） 

はい、そうですね、子供達で 1週間のスケジュールを立てるじゃないですけど、「土日

にこういうことをしたい」というのを、３年生と先生が話し合って「土曜日にこういうト

レーニングをしたいです」などを出して３年生が中心となって土曜日だったり日曜日ト

レーニングをこなして、という形でもいいのかな、と。外部の方が入ってしまうと、１か

らじゃないですけど、今まで慣れ親しんだ平日の動きが出来なくなってしまう。レベルが

上がるならいいですが、それだったらずっと見ていただいている顧問の先生と高学年の
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生徒が「今度の土曜日はこういうことしよう」「大会に向けてこういう動きをしよう！」

という話合いをする活動もいいのではないかと思いました。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。丹羽委員どうぞ。

（丹羽委員） 

はい、今の伊藤さんと泉さんの話しを聞きまして、「泉さんのお子さんて凄いんだな」

と思いました。お二人の話を聞いていて例えば土日休みだとしても必ずしも行けるとは

限らない、行けたとしても果たして人件費を貰っていいのか、自分は親なのに、例えば学

生の場合だとバイト料になるのかな、それから指導員の立場、それから親の立場、それか

ら学生の立場でまたいろいろ違ってきますね、人件費など、そこに行って見守っているだ

けでも、それは時間制になりますから、お金も関わってきます。それは絶対必要なことで

す。学生と指導員と親では全然立場が違う。そのへんのところ経費のことも考えなければ

いけない。基本的に自分の中学校の時どうだったかなぁと、先生はほとんどいませんでし

たね。でも怪我しても別に先生もどうってことなかったし、親も「なんでそんなこと自分

で(怪我)したんだから～自分で病院行って～」なんてその程度で済んだんです。今はうる

さいですよね。やはり親も、お子さんも少ないし、そういうことがないように対応しない

と。先ほどの『パワハラが困る』なんてこともありましたし、当然お願いするときはその

ような、文章でね、「こういう事は守ってください」とかしなくてはいけないし、いろい

ろな指導員を集めるにしてもお金はどうかよく分かりませんが、大河原町の『おしらせ版』

もありますから、それで募集するのも、それもひとつの方法ですし、もし指導員がいらっ

しゃらないのであれば、やはり親が見守ってしばらく見つかるまでは安全に部活動がで

きるように見守っていただくというのが一番いいのではないかと思います。そうすると

今のままの状況の中で続けられるんです。暇な先生は「私関係ないんだから、私暇なんだ

から」と、「ボランティアで来るんだ関係ないんだ」と来ることもできるんです。先生は

それを生きがいにしているという方も中にはいらっしゃると聞いておりますので。あ、い

ないですか、昔は部活が好きで好きでという先生がいたんです実際に。今でもいると思う

んです。そういう方は『来ると逆に困る』というのではなくて「ボランティアなら構わな

いよ」という広い受け止め方もあっていいのではと思うんです。指導員が見つからないの

であれば親でなんとか交代々見守るとか、やっぱりそこに親は必要ですね。そう思います。

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。大河原町で取り組むということでお話しいただいてお

りますがやっぱり、様々多様化しているなかで、なかなか難しいなと思うところです。一

盃森委員お願いします。
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（一盃森委員） 

はい、とても乱暴な言い方をしますが、競技スポーツと生涯体育といいますか、生涯ス

ポーツ、社会体育的な行い方と２つあるとして、どっちの方向に向かいたいと思っている

の？と、それも大事な観点だと思う。それが先ほど５ページと言いましたが学習指導要領

の中には競技力の向上は一言も謳っておりません。ここだけ読めば。ただ放課後の部活動、

土日も含めて、教育課程外の部分も含めてになるわけですが、そこで受け皿だったわけで

す、これまでは、それで競技力を高める、試合をして県大会、東北大会、全国大会、とい

うふうに日本で一番を決めるというとこまで体制を整えてこれまでやってきたわけです

ね、なのでそこのところを今後どういうふうな方向に軸足というか重点、重きをおいてこ

の議論を進めていこうとするのか、ということも大事なところかなと思います。大河原町

としてはやっぱり親しんでほしい、人と人との繋がりを大事にしながらスポーツを生涯

のものとして、あるいは文化として、楽しんで、親しんで、勤しんで、皆で取り組んで健

康のことも考えながら、という方向で考えていくという方向性と、一方ではクラブチーム

のように競技力の向上、試合で勝つということを目標にしながらその過程のなかでいろ

んな力ですね、『非認知能力』と書いてありますが、人間関係作りも含めてあるいは指導

者から言われたことを受けて自分なりに考えて、自分はどういうふうにこの事に取り組

んでいったらいいのかと自分なりの目標を立てて、大谷君がこの頃たくさん取りざたさ

れるわけですが、そういうふうなアプローチでも考えていかなければならないかなぁと。

岩沼市の例、先ほどお話しありましたけども、全部お願いするとしたときに薄く広くとな

ると、それはしょうがないと思うんですね、その時に「いや実は岩沼では競技力向上とい

うことではなくて、小さいうちから子供達にスポーツに親しんでほしい、生涯を通して取

り組めるようなものを、そのなかで見つけていってほしいんだ」というふうな立場に立っ

ているとしたら、スタートは物足りないと思うかもしれませんが、何年か先には「いや、

あの時ああいう取り組みがあったから今があるんだよね」「今の岩沼市民の姿があるんだ

よね」となっていくかもしれません。それはちょっと大事なとこかもしれません。その中

で次の学習指導要領改定の中で、部活動の取り扱いがどういうふうになっていくが分か

らないが、土日を移行と考えたときに「ん？」と。「どうしていったらいいかなぁ」と。

どっちかというとやっぱり社会体育、生涯スポーツ、の方向が強いかなぁと競技力の前に

まずはそこを大事にしながら競技力向上を目指すようなひとは「こういう環境もありま

すよ」「経費はかかるかもしれませんが、縛られる部分も多くなるかもしれませんが」、と

いうことを選択でるようなことも取り組んでいけるならいいのでは、という事をお話し

聞きながら考えておりました。 

（齋町長） 

はい、どっちを取るかでなくていいわけですよね。

（一盃森委員） 
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はい。

（齋町長） 

延長線上にいろんな選択がうまれるし．．．

（一盃森委員） 

はい。

（齋町長） 

何を大事にするかによって、取り組みが変わっていいという、はい、ありがとうござい

ました。舟山委員お願いします。

（舟山委員） 

はい、一盃森さんの話しを聞きながらそうだろうなぁと思いながら、例えばスポーツの

方面だけなんですが、中にはスポーツにあまり関心がない、嫌いという文科系の生徒達の

育て方も入っていくのかなぁと思ってまして、特にこの地域では文化部育てる意識があ

まりない。親達もあまり関心がないような気がします。そういう面からも、例えばプロの

技術を持っているような方達に接することによって子供達が目覚めることもいっぱいあ

るのではと思います。音楽に限らず、文学や絵画関係でもいいんですが、そういう機会が

あったらいいなぁなんて思って話を聞いておりました、競技にかかわらず。もう一点感じ

ているのは、土日の地域移行のとこで、保護者達がね、いっぱい技術を持っている方達が

関わりにくいというか、やはり一番は責任の問題を考えるのかなぁと思っておりました。

何かあった時に怪我したなんて時に責任とるなんていうようなことを心配というか、あ

るのかなぁと思いまして、そういうのは後方支援というんですか、こういうときにはきち

んと町で対応しますよと、という研修会等を通して広げてもらえれば、少しは気が楽にな

るのでは、そういう受け止め方もいるのかなぁと思っていました。その研修会等について

も費用とか町で補助してあげるなど積極的に参加してもらえるような体制を作っていっ

たらいいのかなぁと思っておりました。

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。予定された時間まであと３０分位なんですが最終的に

教育長に総括的なお話しをいただいて、今後の方向性あるいは現状を、大河原町が取り

組めること、さらには様々に不安や課題もあるという状況がお話しされたので、是非お

願いしたいと思います。担当で進めている小野寺先生何かありますか？

（小野寺専門監） 

はい、先ほど、説明で私足りなかったなぁと思うのは、外部指導員が入らない部活につ
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いては学校の先生がこれまで通り指導する体制をとります。ですので、外部指導員が入っ

たところから、学校の先生が抜けていくような形です。それも急にやると子供達にも大き

な影響がでるので、とりあえず今の２年生が３年生に上がって３年生の代が終わるまで

は外部指導員が入っても、顧問の先生には土日も含めてついていただく、並走する形を６

月７月まではとって、そこから外部指導員の方が徐々に単独で指導に入るという形を取

っていく予定です。ただ、それがあったとしても今問題になっているのは、外部指導員と

して土日指導に来た方について、保護者の方が「あの方が来るなら行かせたくない」と、

いうようなことをおっしゃる方もでてきていて、そうすると土日に試合がありまして、こ

れまでの想定では外微指導員の方に引率してもらう予定でしたが、「その方が来るなら行

かせたくない」と、いう方がでてくると、試合参加が難しい状況がでてきます。そうする

と大会だけは顧問の先生に行ってもらうとか、そのような柔軟な対応も今後検討しなけ

ればならないのかなというのはひとつでできております。それから指導者の資格という

のは今のところ決まった資格というのはありませんが、今のところ先日２月１８日県で

外部指導員の研修会やりましたが町としても外部指導員になっていただく方には、今後

開催される県の研修会には必ず参加していただきますし、３月２２日には４月から外部

指導員になっていただく方向けで、ガイダンスを町として行います。指導方法の注意点や

怪我の対応やそういうとこについては基本的にガイダンスでお話をします。それからト

ラブルがおきたときの責任ですが、町教委が派遣している外部指導員の方については町

教委が責任者です、ということもはっきりとお示しするということになっています。その

中で今皆さんからお話しでてきましたが、今のところ我々の視点として中学生をどう育

てるかというところに、メインに今目が向いているんですけれども、長期的にみたときに

は全世代の町民に、どう文化スポーツに携わってもらえる環境を作るのかという視点が

今後長期に見たときに必要になってくる、そうしたときに、例えば町内にある文化団体と

か、スポーツ団体の方々に一度「今地域移行というのが進んでいるんです」ということを

「指導してくれる方を探しています」ということを周知する機会をいずれそういう機会

をもってその中でやっていただくという団体があれば中学生が、「今大人の団体だけど、

中学生もそこに入る」スポーツ少年団で中学生の中で今までやっていたけど、中学生にな

ってもスポーツ少年団に継続して入りたいということもいずれは考えの片隅にあっても

いいのでは。ただ、今はそれをやってしまうとなかなか動きが難しくなってきますので、

まずは、今の形をなるべく崩さないような形で地域移行土日から進めていって、それがあ

る程度レールに乗ってきたとこで、じゃあ次の展開としてどう考えるかということも必

要なのかなと個人的には思っておりました。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。これ振り出しに戻るような話しですが、やはり手探

りをしながら進めていくという現実がそこには間違いなくありますね。来年度予算措置

の中身をちょっと今見て、施政方針の最終纏めを朝から 3 回位読み返して今見ていまし
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たが『コ―ディネーター役』地域移行に関わる『コ―ディネーター役の存在』はどうし

ても必要なんだろうなぁ、それにかかわる予算措置が来年度されているということ。こ

れ正しい認識ですか、ということでなんですね。時間がなくなってきましたので、最終

的に皆さんに一言ずついただきますが、文化部に加入している生徒は４人に１人いるん

ですよね。文化部の子供達に対する対応ということで一盃森先生のとこでありましたが

一言ずつ先にお話しいただいてよろしいでしょうか。では舟山先生お願い致します。文

化部の子供達に対する対応です。

（舟山委員） 

はい、そうですね、少人数の学校ですからね、部活自分でやりたいようなことなかな

かこうできないと思うんですが、できれば今お話し片倉先生からあったように、結構町

でもいろんな文化活動やっていますよね、そういう方達を毎回ではなくても月に 1 回位

招へいして、指導してもらうなど話ししてもらうだけでも、レベルの高い文化に触れる

機会があればいいかなぁと思いました。

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。文化協会は５０周年記念式典というのがありました

けど、会場内には私より若い方がひとりもいなかった。ひとりもと言ったら失礼ですが、

ほとんどいなかったという状況です。そこに子供の顔があったらガラッと雰囲気変わっ

ただろうなぁと、まあ余談でございました。一盃森委員お願い致します。 

（一盃森委員） 

はい、あの、これもまた乱暴ないい方ですが、文化部の皆さんそもそも土日あまりや

らないということもありますけど、吹奏楽部に関してはえずこホールが協力していただ

けるというお話伺いましたので、全面的にああいう環境があるんですから、もう丸ごと

お願いするつもりでも、そうすると金ケ瀬中学校と大河原中学校と一緒に合同で練習と

いうこともできるでしょうし、と思っていました。当面は町内文化部の皆さんに関して

は大丈夫かなと思います。勿論今お話しありましたように、顧問の先生だけではなくて

ゲストティーチャーでもいいですから、平日の活動のときに文化協会の皆さんのなかで

お出でいただける方に来ていただいてご指導いただくというのも、あっていいと思いま

す。

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。えずこホールに関わる来年度の事業の取り組みの

中に、『地域移行に関わる支援』ということが入っておりました。それで冒頭ちょっと

このこともちょっとは皆さんにご意見いただかなくてはと思っていたところでした。

では丹羽委員お願い致します。
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（丹羽委員） 

はい、基本的に４分の 1 は文化部というお話しでしたが、先ほどの予算の話しがで

ましたが、とても大事な事だと思います。町の長期的な将来を見据えた予算ですので、

少子化は目に見えていますよね、「さぁどうやってその子供達を大河原町に呼び込むか」

という予算の問題なんです。つまり子育て、教育、部活動の支援、そのものにお金は潤

沢とはいわなくても、ある程度回せられるなら若い親が『大河原町に来たい』となるん

です。是非そういう予算を立ててもらいたいと思います。文化部については、まぁいい

んじゃないですか、やはり部活の方が心配ですよね。土日祝日のそちらの方をうまくや

っていただければいいのかなと、一番いいのは指導員がいらっしゃらないならば、親が、

それで先生がいらっしゃらないならば、親がその時は残業って、先生から親に言っても

らう、ということでいいのでは、それが一番具体的な話しかと私は思います。とにかく

予算、よくよく考えていただいて、鈴木教育長が本当に子供達の将来の幸せの為に考え

ていらっしゃいますので、どんどん言っていただいて大河原町は教育の為にこれ程使

っているのか！となると、やはり若い親は大河原町に興味を持ちますよね、必ずそうな

ると思います。そうあってほしいと思います。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。答弁も含めて求められてはいないですが(笑)、地

域全体をみてもトップリーダーですね、教育、子育て支援、それをしっかりやれている

町だと私も熟知しているところでございまして、ＰＲが足りないということであれば

さらにこれからもお話ししたいということでございます。片倉委員お願い致します。 

（片倉委員） 

はい、私も文化部そんなに土日活動しているのかなぁ、ただ吹奏楽部は数が結構い

るので大会にはでているのかなぁという感じはしているので、合同で練習すると切磋

琢磨して両方の中学校にもいいのかなぁと思います。文化部はどんな活動しているの

かはちょっと分かりません。外部の指導員さんがいて、吹奏楽とか教えていただくと上

手になるかと、私は吹奏楽部だったんですが、外部の方が来て専門的な事を教えられる

と結構皆集中して聞いて、いろいろ教わると凄く楽しく、合同で、私は角田でしたが当

時私の吹奏楽部は合同で大河原中学校に来た事あるんです。吹奏楽部集まって各中学

校の楽器部門で集まって皆で教えあってというのがありまして、それは結構楽しかっ

たので、金ケ瀬と大河原町結構人数いますので、集まって教えあったりすると切磋琢磨

していいのではと思います。えずこホールもあるのでいい環境で練習ができるのでは

ないかと思います。 

（齋町長） 
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はい、ありがとうございました。残り１７分となりましたが、どなたか一言ずつ感

想でいいですので・・・２分位でお願い致します。櫻田課長お願い致します。 

（櫻田課長） 

はい、先ほど教育委員さんからお話しありましたが、『責任』という問題、たいへ

ん大きな問題であると認識しております。教育委員会の方から指導員さんのほうに声

がけしておって、例えばの話しとして教育長からもお話しありましたが、『役場職員』

であるとかそういうことがひとつの補完する材料になりうることではないかと考えて

おりました。以上でございます。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。木村課長どうぞ。

（木村課長） 

はい、来年度の予算措置のお話しありましたが、現状は部活動の地域コーディネー

ター1名体制ということで、ただ時間制限等もありまして、フルタイムではなくて週３

日というかたちで今年度は進めてきました。来年度は２名体制というかたちで、さらに

指導員等の募集選定に力を入れていくと考えております。現状も各部活、保護者さんと

部活の顧問の先生の方から話を伺いながら、部活に協力されている保護者の方もいら

っしゃるので、その方々を通して指導員の募集を進めているところであります。先ほど

専門監からもお話しありましたが、なかなかこちらで探す指導員と、保護者と町の部分、

生徒となかなか課題はあると考えております。さらに体制を強化して、指導員の募集と

選定の方に力を入れていきたいと思っております。

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。南小学校にＰＴＡのＯＢ会で『もがり会』があり

まして、『もがり会』の事務局長、町にとって統括課長ですので。

（菊地課長） 

うちも子供２人いますが、中学校、小学校離れてから暫く経って部活動の状況が今ど

のような状況なのかつかめないところではありますが、私の子供達がいた頃は、先ほど

話しありましたが、親達が『親子会を作って部活動を支える』という体制が整っており

ました。いずれにせよ、今の話を聞いておりますと今までは部活動については『学校に

お任せ』ではないですが、町としても『学校の事なんだ』という意識が強かったんです

が、地域移行に関してはあらゆる面で役場、町自体が関わっていかなくてはならないな

と改めて感じました。スポーツ行政にするのであれば、幸いにして大河原町長部局の方

に『スポーツまちづくり推進課』を設置した、さらには教育委員会の中には生涯学習、
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文化面での支援もできる体制が整っていますので、町として大きく地域移行に関わっ

て行くべきなのかなと感じたところです。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。教育長に 10 分残しますけど、小野寺補佐お願い

致します。

（小野寺補佐） 

はい、やはり部活動の地域移行でございますが、様々な課題があるなぁと改めて感

じました。一番は『子供達の為』ということですので、ひとつひとつ課題を解決しな

がら教育長おっしゃったとおり手作りではございますが『子供達に何が出来るか』を

考えながら、進めて参りたいと考えております。

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。橋本係長お願い致します。

（橋本係長） 

はい、昨年度から私生涯学習課でこの問題取り組ませていただいて、今回久しぶり

にこちらの話題に触れたという感じです、昨年度説明会で紹介された事例ですごく印

象に残っておりましたのが、栗原市の志波姫中学校の取り組みがありまして総合型地

域スポーツクラブが全面的にバックアップしているというものだったんですが、元々

合併前で町にひとつしかなかった中学校を町全体で盛り上げようとするところから

スタートしたものだったという事で、大河原町も町全体で盛り上げていくという観点

や取り組みや考え方で中学校の部活動の地域移行を取り組んでいくということが必

要になってくるのかなということで、皆様のお話を伺いながら考えていたところです。

以上です。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。ひととおりお話しさせていただきました。なかな

かこの場の集約は難しいわけですが、また、集約しなくてもいいのかなと思いながら

途中進めてまいりましたが、教育長よろしくお願いいたします。

（鈴木教育長） 

はい、金ケ瀬中学校のある部活で、『自分は優勝したい』というような部員と『い

や、僕達は皆と仲良く楽しく過ごせればいいんだ』という部員が、その意見の対立で

部活を辞めた子もいると聞いています。これが学校教育のなかでのひとつの事例とし

てこういういろんな意見、考えを持っている人がいて、じゃあどうすればいいかとい
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う事を、考えるいい機会になったのではないかと私は思っています。そのなかで、現

在は部活動というのは学校教育の一環という位置づけです。学校教育の中で子供達を

どう育てていくかということを問われているわけですけれども、ただ、教員の働き方

改革が入って、『教員が土日も放課後も背負うことないよ』というような、風潮がで

てきて、アンケートを取ると休日の部活動を指導してもいいよという教員は３割位し

かいないんです。他県も同じなんです。３割の先生にお願いして、後、残りは企業と

か、菓匠三全さんとか、アイリスオーヤマさんとか、足を運んで、そちらの方で指導

者も見つけたいなとこれから思っております。私は今の学習指導要領という、学校教

育の一環であれば、全ての子がやりたい、すべての子がやりたい部活に入れて活動で

きる、そういうことがいちばん大事なんじゃないかと思っております。将来学校教育

から全く消えます、社会教育になった場合に、やはり町長おっしゃっていたように『お

金のある家庭』と『お金のない家庭』で、そこのクラブに派遣できる家庭とできない

家庭が出てくる。つまり二極化が進むのではないかと思います。金持ちがスポーツに

親しむ、お金のない家庭はスポーツができない、そういうようではなくて、私はどの

子もある程度活動ができるような環境を整えてあげたいなという思いで今のところ、

手作りで地域の人達の力を借りて子供達の活動を支えてあげたいという思いでいま

す。これから学習指導要領でどうなるか分かりませんが、そういうなかでの子供達の

未来を担う子供達が運動や文化に親しむというのを与えてあげたいと思っておりま

すので、町長もいろいろとご理解いただいておりますので、心強いと思っております

がこれから課題沢山ありますが、ひとつひとつクリアしながら進めていきないなと思

っております。 

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。我が町の将来を担うのは子供達ですので、また単

に部活の地域移行という話しではなくて、様々な立場の人との関わり、民間企業もそう

ですよね、いろんな人の力があったらいいのかもしれませんし、そういうなかでは、こ

のような議論を通してこれからも我が町の『町づくり』あるいは『人づくり』、そのこ

とが真剣に議論されていく、町としてもしっかり対応していくということが大事なの

かなと受け止めたところです。纏める必要はないですが何か最後の最後に一言これは

言いたいという方がいれば教育委員の皆様の方から、どうでしょうか？ はい、どうぞ

丹羽さん。 

（丹羽委員） 

はい、今のスポーツとはちょっと違うかもしれませんが、小学校の教諭、中学校高

校とあるわけですが、中学校の先生方給料もっと上げてあげてあげるといいんですけ

どねほんとは、小学校より中学校の先生の方が部活の事とか考えると大変じゃないか

と思います。小学校の前も中学校の前も車で通る事ありますが、大体ついているのは中
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学校の窓ですよね、職員室は。一番高いのは高校と私は聞きました。小学校と中学校は

同じですから、中学校の給料上げるべきですね、中学校の先生がそうおっしゃっていま

した。本当はそうあるべきだなぁと思いますね。

（齋町長） 

はい、県職員なんですね、町の出番ではないところですが、お話しとしては、多分

皆同じ思いかなと感じたところです。まだ時間がありますが、はい、どうぞ。

（丹羽委員） 

はい、教育長おっしゃっておりましたが、３割部活動やってもいいんだという話が

ありましたが、私は３割もいらっしゃるのかと逆に思いました。今どきなので自分のプ

ライベートな時間は家庭だけで満喫したいという方が多いのかと思いましたが３割の

方は積極的に子供達と関わって部活動やるのはいいんだ好きなんだという方がいらっ

しゃるということは、私にとっては嬉しいと思いました。でもこれから若い教師を目指

す方々は減ると思います。要するに休み時間が多いところに就職するわけですよ、給料

が高いところに就職するわけですよ、そういう意味では中学校の先生給料上がると．．．

そう思います。

（齋町長） 

はい、町で任期付教職員というのをもっておりまして、主に学力向上を目指した対

応ですが、そういう必要性があれば、先ほどコーディネーター、地域移行のコーディネ

ーターの予算措置の話ししましたが、率先して進めていきたいと町としては考えてい

るところでございますので、ご理解をお願い致します。もうひと方大丈夫ですね、何か

委員さんの中からありますか？

（丹羽委員） 

はい、子供達の部活動、子供達の幸せを考えながら話合いができているということ

は子供達知りませんよね、親も知らないと思います。なのでこれはとても素晴らしい

ことだと思います。ほんとうはこういうことをやっているんだよということを町民も

知らないといけないと思います。そして町民自体も子供を持つ親だけではなくて、町

民一人ひとりがこういう自覚をもってより良い子供達の教育の育つ場として大河原

町は素晴らしいんだということで、皆さん働きかけて、『ひとり一件当たり５００円

ずつ寄付しましょう～町に～そのために～』なんて、そういう寄付の話しも町にある

といいですよね。そういうのないですよね、全国的に、教育の支援金というのは、そ

ういうものが大河原町にあったら面白いですね。『１人１００円でもいいんだ』みた

いな感じでね、そういうの考えられませんか？ 
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（齋町長） 

はい、子育て支援で取られると大騒ぎになってますが(笑)

（丹羽委員） 

考えてみてください、今働いている方々も将来は年金生活ですよ、その時支えてく

れるのは誰かというと、若い人達です。その若い人達を自分達の手で支えて伸ばして

あげて給料を沢山貰える社会にして、そうすると自分達の年金も安心してもらえると

いうことで自分の利益にも繋がるということで自覚してもらいたいですね。

（齋町長） 

はい、ありがとうございました。これで総合教育会議の進行役終わらせていただき

ます。ご協力ありがとうございました。

（事務局） 

はい、どうもありがとうございました。それではこれで以上をもちまして大河原町

総合教育会議を閉会させていただきます。大変お疲れさまでした。


